
日程表／ 1 日目

第 1会場
2F 鈴木章夫記念講堂

第 2会場
2F 共用講義室 1

第 4会場
2F 医学科講義室 1

第 5会場
3F 医学科講義室 2

第 6会場
26F ファカルティラウンジ

8:00

8:20 ～ 8:30　開会式
8:30 ～ 10:00

シンポジウム1
「画像診断や遺伝子解析・疫学
などの基礎的シンポジウム」
オーガナイザー：
鳥居　秀成（慶應大）
辻川　明孝（京都大）
世古　裕子（ 国立障害者リハビリテーションセンター）

8:30 ～ 9:50
一般講演1

「小児の近視治療1」
座長：二宮さゆり（伊丹中央眼科）
　　　平岡　孝浩（筑波大）
　　　園田　康平（九州大）

9:00

10:00
10:10 ～ 11:40

シンポジウム2
「近視と合併症」

オーガナイザー：
三木　篤也（愛知医大）
馬場　隆之（千葉大）
石田　恭子（東邦大・大橋）

10:10 ～ 11:40
一般講演2
「画像解析」

座長：川崎　　良（大阪大・公衆衛生）
　　　生野　恭司（いくの眼科）

11:00

12:00 12:00 ～ 13:00
ランチョンセミナー2
「強度近視と ICL 治療」

座長：清水　公也（山王病院アイセンター／国際医療福祉大）
　　　神谷　和孝（昭和医大）
演者：清水　公也（山王病院アイセンター／国際医療福祉大）
　　　北澤世志博（アイクリニック東京）
　　　小島　隆司（名古屋アイクリニック）
共催：スターサージカル株式会社

12:00 ～ 13:00
ランチョンセミナー3

「新しい近視治療デバイスの
可能性について」

座長：大野　京子（東京科学大）
演者：五十嵐多恵（広尾病院）
　　　稲澤かおり（稲澤クリニック）

共催：HOYA株式会社

12:00 ～ 13:00
ランチョンセミナー1

「近視進行抑制の臨床展開」
座長：稗田　　牧（京都府医大）
演者：松村沙衣子（東邦大・大森）
　　　二宮さゆり（伊丹中央眼科）
共催：株式会社ニコン・エシロール

13:00
13:10 ～ 13:25　

　　　　会員総会
13:30 ～ 14:00
MYO-PIA 賞　受賞講演
座　長：大野　京子（東京科学大）
受賞者：髙橋　知成（東京科学大）
　　　　赤田　真啓（京都大）14:00

14:15 ～ 15:00
招待講演1

「Ocular Shape and Compliance Mismatch in 
High Myopia: A Biomechanical Framework for 

Posterior Segment Pathology」
座長：大野　京子（東京科学大）
演者：Richard F. Spaide（VRMNY）15:00

15:10 ～ 16:10
アフタヌーンセミナー2

「安全性から考えるMIGSの早期介入 ～近視眼に
おける iStent 導入の考え方と手技の工夫～」
座長：芝　　大介（慶應大）
演者： 庄司　拓平（小江戸眼科内科 /埼玉医大）

戸塚　清人（戸塚眼科 /西葛西・井上眼科病院）
吉田　武史（東京科学大）
石田　恭子（東邦大・大橋）

共催：グラウコス・ジャパン合同会社

15:10 ～ 16:10
アフタヌーンセミナー3
「覗いてみよう！世界の近視

診療最前線 2026」
座長：高　　静花（大阪大）
演者：Oliver Woo（University of New South Wales）
　　　鳥居　秀成（慶應大）

共催：株式会社シード

15:10 ～ 16:10
アフタヌーンセミナー4
「エキスパートに聞く、近視治療の「世代別」
さじ加減　―いつ、何を、どこまで行うか―」
座長：生野　恭司（いくの眼科）
演者：四倉絵里沙（慶應大／南青山アイクリニック）
　　　齋藤　　瞳（東京大）
　　　佐柳　香織（大阪大／さやなぎ眼科）

共催：千寿製薬株式会社

15:10 ～ 16:10
アフタヌーンセミナー1

「未来の視界を切り拓く：近視進行抑制
治療における課題とこれからの挑戦」
座長：大野　京子（東京科学大）
演者：松村沙衣子（東邦大・大森）
　　　久保田泰隆（くぼた眼科）
共催：クーパービジョン・ジャパン株式会社16:00

16:15 ～ 17:45
メインシンポジウム

「近視ゼロの社会を目指して」
オーガナイザー：
西田　幸二（大阪大）
生野　恭司（いくの眼科）

16:15 ～ 17:25
一般講演3

「眼軸長伸長・脈絡膜」
座長：後藤　　聡（大阪大）
　　　佐柳　香織（大阪大／さやなぎ眼科）
　　　齋藤　　瞳（東京大）17:00

18:00

6 月 20日（土） ※ 第 3会場（2F 共用講義室 2）は第 2会場のサテライト会場と
なります。

13:25 ～ 13:30
MYO-PIA 賞

（視能訓練士部門）　授賞式
受賞者：花井　斗輝（いくの眼科）

同時通訳あり
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日程表／ 2 日目

第 1会場
2F 鈴木章夫記念講堂

第 2会場
2F 共用講義室 1

第 4会場
2F 医学科講義室 1

第 6会場
26F ファカルティラウンジ

7:30 ～ 8:30
モーニングセミナー2

「nAMD/RVO 網膜疾患治療の進化 ～バビー
スモがもたらす長期視力維持への挑戦～」
座長：鴨居　功樹（東京科学大）
演者：秋田　真奈（新渡戸記念中野総合病院／東京科学大）
　　　平形　寿彬（順天堂大）

共催：中外製薬株式会社

7:30 ～ 8:30
モーニングセミナー3

「世界のオルソケラトロジー最前線 2026」
座長：平岡　孝浩（筑波大）
演者：松村沙衣子（東邦大・大森）
　　　Craig Donaldson（Children's Hospital Westmead）
　　　Soojin Nam （Eyecare Kids）

共催：株式会社メニコン

7:30 ～ 8:30
モーニングセミナー1

「網膜診療アップデート～今だから考える
黄斑疾患治療の薬剤選択～」

座長：寺﨑　寛人（鹿児島大）
演者：佐柳　香織（大阪大／さやなぎ眼科）
　　　丸子　一朗（京都大）
共催：バイエル薬品株式会社、参天製薬株式会社

8:00

8:30 ～ 10:00
国際シンポジウム

「Global Strategies for myopia 
control in children」

オーガナイザー：
川崎　　良（大阪大・公衆衛生）
大鹿　哲郎（筑波大）
Li Lian Foo（Singapore National Eye Centre）

8:35 ～ 9:55
一般講演4

「小児の近視治療2」
座長：磯村　直紀（東京科学大）
　　　稗田　　牧（京都府医大）
　　　中村　　葉（京都府医大）

9:00

10:00 10:00 ～ 11:20
一般講演5

「近視の合併症」
座長：根岸　一乃（慶應大）
　　　大鹿　哲郎（筑波大）

10:10 ～ 11:10
シンポジウム3

「日本列島縦断企画 ! 地域レベルの
近視抑制への取組」

オーガナイザー：二宮さゆり（伊丹中央眼科）
　　　　　　松村沙衣子（東邦大・大森）
　　　　　　瀬戸　寛子（九州大）
　　　　　　五十嵐多恵（広尾病院）11:00

11:25 ～ 12:10
招待講演2

「Myopia: Global Crisis, Challenges, 
Future」

座長：川崎　　良（大阪大・公衆衛生）
演者：Tien Yin Wong（Tsinghua University）12:00

12:20 ～ 13:20
ランチョンセミナー5

「近視抑制治療をめぐる基礎と臨床の視点」
座長：西田　幸二（大阪大）
演者：栗原　俊英（慶應大）
　　　平岡　孝浩（筑波大）
共催：ロート製薬株式会社・ロートニッテン株式会社

12:20 ～ 13:20
ランチョンセミナー6

「近視進行抑制の最前線！多様化する選択肢と満足度を高める意思決定」
座長：大野　京子（東京科学大）
演者：川崎　　良（大阪大・公衆衛生）
　　　稲澤かおり（稲澤クリニック）
　　　松村沙衣子（東邦大・大森）

共催：参天製薬株式会社

12:20 ～ 13:20
ランチョンセミナー4

「スペシャリストと考える　子どもたちの未来を守る近視管理の “標準 ”のかたち」
座長：生野　恭司（いくの眼科）
演者：二宮さゆり（伊丹中央眼科）
　　　糸川　貴之（東邦大・大森）
　　　松村沙衣子（東邦大・大森）
共催：株式会社トーメーコーポレーション

13:00

13:35 ～ 14:35
教育セミナー

「コメディカルや新しく近視治療に参入するDr の
ために～明日からの臨床に直結するセッション～」
オーガナイザー：瀬戸　寛子（九州大）
　　　　　　木内　　岳（筑波大）
　　　　　　柿田　哲彦（柿田眼科）
　　　　　　南雲　　幹（井上眼科病院）

13:35 ～ 14:15
一般講演6

「近視と基礎研究」
座長：栗原　俊英（慶應大）
　　　後藤　　聡（大阪大）

14:00

14:35 ～ 14:45　閉会式

15:00

16:00

17:00

18:00

6 月 21日（日）
※ 第 3会場（2F 共用講義室 2）は第 2会場のサテライト会場と
なります。

※ 第 5会場（3F 医学科講義室 2）は第 4会場のサテライト会場
となります。同時通訳あり
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